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皆さん、こんにちは。
お正月から降り続いていた雪もあがって、今

日はとても美しい青空が出ています。とても気
持ちのいい一日になったのではないかと思っ
ています。ご来場いただいた皆さん、本当にあ
りがとうございます。
おそらく、学校現場で実際にお子さんたちと

日ごろ接されている方々、先生方、教育普及活
動にボランティアで関わっていただいている
方々など、広く教育について興味をお持ちの
方々においでいただいているのではないかと
思います。

2004年に開館した金沢21世紀美術館も今
年で５年目を迎えました。開館当初からずっと
力を入れている美術館教育、教育普及につい
て一度振り返ってみようと、このシンポジウムを
企画しました。いくつか継続している事業があ
りますが、日ごろは、当館のスタッフも、目の前
の個々の事業に追われ、なかなか自らがやって
いることを客観的に見る機会は持ちづらいわ
けです。そういうこともあり、5年を節目として、
一度これまでやってきたことを振り返り、次の
教育普及のあり方を考える場をつくろうという
目的で、このシンポジウムを開催します。
今日と明日の2日間で、とても欲張った盛り

だくさんの内容になっています。海外、そして国
内から、先進的な活動をされている皆さんにお
いでいただいています。
今日の基調講演は、ストックホルム近代美術
館の副館長のアン＝ソフィ・ノーリングさんにお
願いしています。ストックホルム近代美術館館
長のラース・ニッティヴさんは、この美術館の国
際アドバイザーとして2004年の開館から関わっ
ていただいています。当館のメインプログラム
でもある「金沢若者夢チャレンジ・アートプログ
ラム」は、ストックホルム近代美術館で行われ
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ている青少年向けの教育プログラム「ゾーン・
モデルナ」を範にして展開しているものです。
その後のトーク・セッションでは、「美術館教
育の現在」をテーマとして、海外からお二人、国
内からお二人、ゲストをお招きし、当館の学芸
課長も入って、様 な々事例紹介とディスカッショ
ンを通じて、今後の教育普及について考えてい
こうという展開になっていきます。パネラーとし
て、ポンピドゥー・センター国立近代美術館から
ヴァンサン・プスゥさんに、そして、ＭＡＣ／ＶＡＬ、
ヴァル＝ド＝マルヌ県現代美術館からステファ
ニー・エローさんにおいでいただいています。
国内からは、宮城県美術館の齋正弘さん、そし
て国立国際美術館から藤吉祐子さんをお迎え
しています。どの館も教育普及に力を入れて
いて、非常にオリジナリティーの高い活動、プ
ログラムを持たれているところです。そして、こ
のトーク・セッションのモデレーターを、岡部あ
おみさんにお願いしています。武蔵野美術大
学の教授をされていて、フランスの現代美術に
ついてもお強いですし、教育現場におられるの
で、モデレーターとして最適な方であるのでお
願いをしています。
明日は「鑑賞教育の現場から」をテーマに、

現場の先生方からの事例発表も含めて話を展
開していきたいと思っています。講演会が2本
と、そして事例発表ということになります。ここ
では、首都大学東京教授の長田謙一先生、京
都教育大学教授の石川誠先生、そして金沢大
学附属中学校の教師であります西澤明先生、そ
して当館の教育普及を担当している学芸員と
教育普及担当者から事例発表という形でお話
をさせていただきます。
美術館の理念的なところや、役割論みたい

なものから、実際のプログラムの事例まで、か
なり幅広く、大きな視点から小さな視点まで、話

が広がっていくと思います。ただ、各事業だけ
を抜き出して云々するだけでなく、美術館や教
育普及の役割を相互に関連づけながら話を展
開していきたいと思います。教育普及の各プロ
グラムを考えていくにあたっては、今、美術館
が置かれている状況、市民社会と美術館のあり
方、そういったものも含めて、どのような教育プ
ログラムであるべきかを考えることがとても重
要なのだろうと思います。おそらく、非常に興
味深いアイディアも幾つか出てくるでしょうし、
そのまますぐに使えるかなと思えるようなもの
も出てくるでしょうが、その背景、それが生まれ
てくる考え方にも注意を向けていただけたらと
思います。
美術館というのは、単独で存在しているわけ

ではなく、地域社会、またもっと広い国際社会と
いった、社会全般と向きあって活動しているわ
けで、今の社会の姿、人々のありようと強く結び
ついている場なのだと思います。そういう社会
を想定した人間観というか、哲学を持ってあた
らないと、なかなか生きた教育普及をつくり出
すことができないだろうと思っています。そう考
えると、美術館の使命は、人間の心、精神に深
く結びついた活動をすることであるわけですか
ら、教育普及の問題は、美術館を運営する上で
は重要な問題であるのだろうと思っています。
私自身も、それぞれのパネラーの方のレジュ

メを拝見しただけですので、どういう話の展開
になっていくかはまだ分からないわけですけれ
ども、教育普及のあり方について、今日ご来場
いただいた皆さんと一緒に、考えを深めていけ
ればと思っています。長時間にわたるので、最
後まで気持ちを途切れさせずにおつき合いを
いただければ幸いです。

主催者メッセージ 「社会と向き合う美術館」／秋元雄史


